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≪概要≫

酵母は、様々な発酵食品の製造に欠かすことのできない微生物であり焼酎、日本
酒、ビール、ワインの醸造はもとより、パンの製造や、味噌、醤油、酢の醸造にも用
いられている。酵母はまた、ヒトとおなじ真核生物であることから、さまざまな生命現
象を研究するためのモデル生物としての側面も持っている。本セミナーでは、顕微接
合法による焼酎酵母の育種についてご紹介すると共に、脂質のリモデリングによっ
て細胞膜のメンテナンスに関与する酵素遺伝子の同定と (J. Biol. Chem. 282, 
34288, 2007)、新たに見出したリモデリング酵素の細胞質分裂への関与の可能性
についてご紹介したい。
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※本セミナーは5研究科共同セミナーです

酵母が教えてくれること
―細胞膜のメンテナンスから焼酎の酒質まで―
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